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真 6 のリング状のものでは凸凹の間隔が狭く現像液がフィルム面をスムースの流れないこ

とが起きて現像ムラを作ったと思われる。またタンクを上下左右に振った場合、上下のフ

ィルム面が接触し、さらに現像ムラを作る可能性がある。写真 7 の円盤状にし、凸凹を大

きくしたたことで、現像液の流れが容易になると同時に、フィルムが接触する心配がなく

なっている。このように工夫を重ねたことがうかがわれる現像タンクである。現像が終わ

ったら、現像液を出し、定着液を注ぐのである。このフィルム仕切り盤で撮影済みのフィ

ルムを何枚も重ね同時にたくさんのフィルムが現像されたことであろう。 

 これらフィルムを仕切り盤と交互に挟み込んでいく作業は当然のことながら暗室作業で

ある。そのためフィルムの間に必ず円盤の仕切り盤が入っていることが作業を容易にした

と思われる。金子氏の創意工夫の一端を見た思いである。 

 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 

 


